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　10月18日（月）から22日（金）まで、院内で認定看護師フェアを開催しました。当院には14人の専門・認定看護師
（他、ＥＴ看護師１人）が専門知識を活かして院内で活動していますが、院内だけでなく、地域住民に役立つ情報を
提供したいという思いから企画したものです。
　外来・玄関フロアにおいて、認定看護師の各分野の活動を紹介するポスター展示を行い、21日(木)には、患者・
家族及び来訪者を対象に「体験・相談コーナー」を設け、様々な質問に対して各認定看護師が回答いたしました。

1. 認定看護師フェアを開催しました

中国労災病院理念　──────────────
　
患者中心の良質な医療の提供と地域医療への貢献

中国労災病院の基本方針　───────────
◯個人の尊厳と権利を尊重し、高度で安全な医療を推進します。
◯地域の医療機関と連携し、救急・急性期から慢性期までの
一貫した医療を実施します。
◯高度専門的な医療に基づいた勤労者医療を進めます。
◯周産期医療を充実させ、未来を担う子供たちを支援します。
◯優れた人材を育て、働きがいのある職場を作ります。

初期臨床研修の理念　─────────────
　当院の初期臨床研修の理念は、崇高な信念と人格をもち、
基本的な診療能力及び生涯にわたり自己研鑽する態度を身に
付けた自立した医師を育成することです。

初期臨床研修の方針　─────────────
①患者中心の思考・行動をする姿勢を持つこと。
②救急医療やプライマリケアなどの診療能力を修得すること。
③他の医療スタッフと協調し、安全で質の高いチーム医療を
提供すること。

④地域のかかりつけ医と連携し地域完結型の医療を学ぶ。
⑤症例を通じて、診断・治療の結果だけではなく、プロセスを学ぶ。

実際のようす

ニューズニューズ

　平素より中国労災病院患者サポートセンターが大変お世話になり、誠にありがとうございます。

　年の瀬も迫り何かとご多用のことと存じますが、先生方におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

　地域医療連携News第173号を発行致します。今後とも連携の程よろしくお願い申し上げます。



2. 循環器内科の紹介
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中国労災病院循環器内科部長の松田圭司と申します。私事ですが令和3年
4月より循環器内科部長に就任させていただきました。新たに土谷総合病院
より渡が当院第二循環器内科部長として就任し、橋本、塩田、大江を合わ
せた5人のスタッフが新たな気持ちで診療にあたっております。
虚血性心疾患、心不全、肺塞栓症、高血圧、不整脈、弁膜症、心筋症、

心筋炎、閉塞性動脈硬化症等、今まで通りの循環器内科診療を行っている
のと同時に、4月より当院で可能な治療を随時拡大しております。
4月からの変更点を報告させていただきますが、より幅広い患者様を診療

させていただければと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

日本心臓カテーテル治療学会（CVIT）施設に本年度の9月から認定されました。より積極的かつ
安全な治療を心掛けるとともに、スタッフの教育、スキルアップにも生かしたいと考えております。

1．CVIT認定施設認定

ロータブレーターは、14～18万回転で高速回転するダイヤモンドチップが植え込まれたBurr
で、石灰化の強い冠動脈の石灰化部分のみ切削する治療です。硬くて通常のカテーテル治療では
拡張困難な冠動脈を拡張しやすくする治療になります。
当院でも数年前まで施行しておりましたが一時中断、

CVIT専門医の渡就任とCVIT施設認定後にロータブレー
ター施設も認定され11月より2例に施行しました。
石灰化の強い症例でしたがロータブレーター施行後安

全に冠動脈ステント挿入を行うことができました。今後
も適応症例に関しては積極的に使用し、より安全な治療
を心掛けたいと考えております。

2．ロータブレーター再開

当院では通常の永久的ペースメーカーは心臓血管外科で挿入しておりますが対象患者様が
より高齢となり適応になりにくい場合も増えてきました。その為、循環器内科にてリードレ
スペースメーカーが挿入できる体制としました。
リードレスペースメーカーは大腿静脈よりカテーテル

で右室内にペースメーカーを植え込む治療になります。早期
の合併症報告はありますが長期的にみると通常のペースメー
カーと比較し合併症を半分に抑えると報告されていま
す。また入院期間もより短期で可能な治療になります。
スタッフ５名中4名がリードレスペースメーカー挿入の

講習を修了しており、9月より4例に挿入しましたがいず
れも合併症なく植え込みに成功しました。

3．リードレスペースメーカー挿入開始

循環器内科
部長

松田  圭司
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当院ではASOのカテーテル治療は放射線科で行っておりましたが、
本年4月より循環器内科で開始、今後もより積極的にカテーテル治療を
行っていこうと考えています。
下肢動脈用の薬剤溶出性ステントや薬剤溶出性バルーンを使用し、

慢性的に閉塞した下肢動脈に対してもカテーテル治療を行い、より
下肢を保存するような治療を心掛けております。間欠性跛行を認める
ような症例に関してはぜひ循環器内科紹介をよろしくお願いいたします。

4．下肢閉塞性動脈硬化症（ASO）に対する積極的カテーテル治療

当院では2台のECMO稼働が可能ですが、4月より院内心停止に対し2例、院外心停止に対して
1例V-A ECMOを導入、3例ともECMOからの離脱が可能となり、無事退院されております。
10月より65歳以下の院外心停止患者に対しては除外基準がなければ全例ECMO導入する

ことを院内規定として設定、より積極的にECMOを使用することを考えています。

5．ECMOの積極的活用

4月より循環器内科院内PHSを土日祝日も合わせ循環器内科医が交代で持つこととしま
した。一年を通し院内PHSで循環器内科が駆けつけることが可能となったため、より迅速な
治療が可能となりました。

6．循環器内科院内PHS稼働

冠動脈慢性閉塞病変に関しては血管内超音波やレトログレードアプローチを用い積極的に
治療介入することとしております。
また冠動脈小血管や、バルーン拡張のみで結果が良い症例に関しては薬剤溶出性バルーン

を用いステントレスで終えることのできる症例も増やそうと考えています。

今後もより積極的にかつ安全を心掛
けて幅広い循環器疾患を診療したいと
考えております。
ぜひ患者さまのご紹介よろしくお願い

いたします。

7．その他



　当院の連携医療機関がWEB上で、住所、
診療科、診療日等の検索ができます。
　当院HPから又は、右記のQRコードから
ご覧いただけます。

地域医療連携ニューズ 第173号 発行日　令和3年12月20日

中国労災病院　患者サポートセンター
〒737-0193 広島県呉市広多賀谷1-5-1　Tel.0823-74-0321  Fax.0823-74-6260

「連携ニューズ」では、先生方のクリニックの紹介コーナーに掲載する原稿を募集しております。 詳しくは下記までお問い合わせください。
【お問い合わせ・申込】　患者サポートセンター　服部　（E-mail：renkeijimu@chugokuh.johas.go.jp）

患者サポートセンターホームページ　https://www.chugokuh.johas.go.jp/regionalPartner/

3. 連携室から先生方へのお願い

4. 当院売店は、11月15日（月）からファミリーマートになりました
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ファミリーマート
       中国労災病院店
平　日　  7：30～20：00
土日祝　10：00～17：00 

□ キャッシュコーナー有
　（ゆうちょ銀行もご利用可）
□ コピー、FAX有
□ 宅配便発送可（受取は不可）

■放射線科の撮影オーダー誤り（左右誤り、部位誤り等）にご注意ください。

■歯科の受診予約は、個人からのTEL連絡ではなく、
　医療機関からのFAXにてお願いします。

■皮膚科、耳鼻咽喉科、脳神経内科、心臓血管外科は受診予約日前までに紹介状のFAXを
　お願いします。

medigle QRコード

よろしくお願いします。

よろしく
お願いします

地域医療連携システム（medigle ）

　患者さんへのご案内、地域の医療機関の
先生方へのご案内、各部門からのコラム等を
発信中です。ぜひフォローをお願いします。
　Twitterアカウント（@chugokuh_kure） Twitter QRコード

中国労災病院公式Twitter

■患者さんの紹介状をご本人に手渡しできない場合は、
　当院の医師宛ではなく、地域連携室宛郵送をお願いします。


